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静岡県救急・災害医療対策協議会規約

（目 的）
第１ この協議会は、救急医療体制及び災害医療体制の整備運営並びにこれらに関連する各種の基本的事項に関し、関係

機関が協議して業務の円滑な推進を図ることを目的とする。
（所掌業務）
第２ この協議会は、次の事項について協議する。

(1) 救急医療体制及び災害医療体制の整備運営に関すること。
(2) 情報の収集管理に関すること。
(3) 広報に関すること。
(4) その他必要な事項。

（組 織）
第３ 協議会は、次の機関をもって構成し、委員若干名で組織する。委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。
(1) 県、市長会および町村会
(2) 静岡県医師会
(3) 静岡県歯科医師会
(4) 静岡県薬剤師会
(5) 静岡県病院協会
(6) 静岡県看護協会
(7) 静岡県消防長会
(8) その他県が必要と認める機関

２ 委員は上記のうちから必要と認める者を県健康福祉部長が委嘱する。
３ 会長は委員の互選とし、副会長は会長の指名とする。

（会 議）
第４ 協議会は、会長が招集し、必要に応じて開催する。
２ 会長は会務を総理する。会長に事故あるときは、副会長がその職務を代理する。
３ 委員は、代理人を協議会に出席させることができる。
４ 会長が必要と認めるときは、委員以外の者を協議会に出席させ、意見を求めることができる。

（専門委員）
第５ 専門の事項を調査審議するため必要があるときは、協議会に専門委員を置くことができる。
２ 専門委員は、関係機関のうちから必要と認める者を会長が委嘱する。
３ 専門委員は、当該専門事項の調査審議が終了したときは、退任するものとする。
４ 専門委員会は、会長が指名する委員と専門委員をもって構成する。
５ 専門委員会に専門委員長を置き、会長が指名する。
６ 専門委員長は専門委員会の事務を総理する。専門委員長に事故あるときは、専門委員長があらかじめ指名する者が、
その職務を代理する。

（事務局）
第６ 協議会の事務局は、県健康福祉部医療局地域医療課に置く。
（その他）
第７ 協議会の運営その他必要な事項は、会長が定める。

附 則 附 則
この改正は、平成元年２月１日から施行する。 この改正は、平成19年４月１日から施行する。

附 則 附 則
この改正は、平成３年７月18日から施行する。 この改正は、平成22年４月１日から施行する。

附 則 附 則
この改正は、平成４年８月21日から施行する。 この改正は、平成24年６月21日から施行する。

附 則 附 則
この改正は、平成８年７月30日から施行する。 この改正は、平成30年８月１日から施行する。

附 則 附 則
この改正は、平成９年４月１日から施行する。 この改正は、令和２年４月１日から施行する。

附 則
この改正は、平成11年４月１日から施行する。

附 則
この改正は、平成13年４月１日から施行する。


